
◆平成22年度大会テーマ ◆  現在、日本で最も人気のある絵本作家
「伝えよう　読書の楽しさ　感動の輪」 　のおひとり、長谷川義史先生の「絵本

　ライブ」を開催しました。
　大阪弁で書かれた絵本は、ユーモラス
　で温かく、また、子どもたちへの思いが
　溢れていて、参加者は、長谷川ワールド
　を満喫していました。

◆  推進大会は、平成１９年度から
　毎年開催。
　平成22年度は、慶応義塾大学
　文学部教授　糸賀雅児先生に
　ご講演いただきました。

◆長谷川義史先生の作品
◆  県立図書館主催「読書と感動を広げる研修会ｉｎ出水」における 　・「いいから　いいから」
　分科会。講師は、図書館職員、読み聞かせボランティア、学校 　・「８月６日のこと」「しげちゃん」
　図書館司書が担当しました。 　・「じゃがいもポテトくん」

　・「ラーメンちゃん」 ほか多数

◆  保健センターの行う「６か月児健康相談」 ◆  自治会や子ども会の依頼に応じて、
　会場で、赤ちゃんと保護者の方に読み聞 　出前読み聞かせ会を開催しています。
　かせの体験をしていただき、ブックスター 　市内の読み聞かせグループ３団体の
　トセット（絵本、布バッグなど）をプレゼ 　皆さんのご協力を得て、年１２自治会
　ント。この事業が、自宅での読み聞かせ 　で実施。絵本の読み聞かせ、紙芝居、
　や、図書館通いのきっかけになれるよう、 　パネルシアター、エプロンシアターなど、
　一人ひとりにバッグを手渡しています。 　盛りだくさんの内容で、子どもたちは

　おはなしに引き込まれ、身を乗り出して
　本の世界に浸っていきます。

◆  おひざにだっこして　読み聞かせ

　◆  絵本２冊のほか、図書館職員が選んだ
　　「ブックスタートリスト」、図書館利用案内、 　◆西町自治会 　　　◆花立東自治会
　　おはなし会の紹介チラシも入っています。

◆  絵本の読み聞かせを始めると
　ぐずっていた赤ちゃんも絵本に
　集中していきます・
　赤ちゃんの嬉しそうな顔！

　◆栄町自治会 　　　◆野添下自治会

　◆  子ども読書活動推進計画「出水兵児（へこ）読書活動 ◆文部科学大臣表彰
　　推進計画」は、平成１９年３月に策定。平成２３年度までの
　　５年間を実施期間とし、地域・家庭・学校等・図書館・行政 　　平成１８年度　　読書活動優秀実践校
　　そして市民が一体となって読書によるまちづくりを目指して 　　　　　　出水市立下水流小学校
　　事業に取組んでいます。 　　平成１９年度　　子どもの読書活動優秀実践図書館

　　　　　　出水市立図書館
　　平成２１年度　　子どもの読書活動優秀実践団体

　　　　　　そらいろのたね（読み聞かせボランティアグループ）
　　平成２２年度　　読書活動優秀実践校

　　　　　　出水市立出水小学校

◆鹿児島県図書館大会

　　平成２０年度　　優良親子読書グループ
　　　　　　そらいろのたね（読み聞かせボランティアグループ）

　◆  １年間の取組みをまとめた「読書活動日本一の 　　平成２１年度　　優良親子読書会
　　まちづくり実践書」は、数値目標の検証、幼稚園・ 　　　　　　下水流小学校親子読書会　ひだまり
　　学校ごとの読書活動報告、資料編として、広報 　　平成２２年度　　優良読書グループ
　　いずみ、市教委だより、アンケート調査結果、 　　　　　　おはなしボランティアグループ　紙ふうせん
　　各種チラシなどを掲載しています。 　　平成２３年度　　優良読書グループ

　　　　　　虹色のゆめ（読み聞かせボランティアグループ）
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★主目標「読書活動日本一のまちづくり」★ 
      

     ◎基本目標 

      ・子どもが読書に親しめる環境づくり 

      ・社会全体での協働と連携の強化 

      ・子ども読書活動への理解・関心の高揚 


